
22. 学校における長期実習を通した教職志望者の視点の転換と教師像の変容
     岸野麻衣（福井大学）

　学校での実習において、学生は「実習生」でありながら「教師」でもあるというアイデンティティの危機

を経験し、それまで持っていた教師像にジレンマを感じ、転換していくことが大きな学習である。本研究では、

学校における１年間の長期実習を通して、教職志望院生が、「教師」や「実習生」という枠組みを越えた「私」

の視点を獲得し、教師像を自分のものとしていく過程を明らかにした。５名の院生がそれぞれ経験と省察を

記述した報告書を分析対象とし、実習を経験する過程でのアイデンティティの危機、自己の視点の確立、教

師像に関する信念の変容、変化に関わった要因と作用について、分析を行った。初めは立ち位置の揺らぎを

経験しながらも、学校で熟練教師の振る舞いとそれに伴う子どもたちの成長を目にしつつ自分自身は失敗を

経験する中、大学で教員や他校の熟練教師との対話により自分の見方や経験した失敗を省察し、視点の転換

が図られていた。

23.「被災者の声」はどのように語られるか（１）
―震災と喪失をめぐるディスコース―

 能智正博・北村篤司・向後裕美子（東京大学大学院教育学研究科）

　本研究では、東日本大震災の１週間後に始まった朝日新聞の連載「いま伝えたい 被災者の声」を素材と

して、震災で生じた喪失についてのディスコース実 践の特徴や機能を明らかにすることを試みた。喪失の

体験は、個人の内的なプロセスとしての側面もあるが、社会的状況の中で生じ、意味づけられるものでもあ

る。個人は、喪失の体験を語るときにディスコースと呼ばれる社会的な観念の枠組みの型を利用し、またそ

れに制約される。本研究では、連載の 3・5・7・9 月の各１週間分の〈語り〉を対象として、「語りにおい

てなされている行為」や、「構築されている被災者像」に注目して共同的な分析を行い、背景にあると考え

られるディスコースの特徴を推察した。その結果、〈被害者レパートリー〉と〈復興者レパートリー〉とい

う対照的な２つの語りの型が見出され、①それらが相補的に機能していること、②他方で特定の語りを抑圧

する可能性があることが示唆された。

24. 複数の言語を背景にもつ子どもは
「自分らしさ」をどのように捉えているか
 相浦裕希（早稲田大学大学院日本語教育研究科博士後期課程）

　国境を超える人々の移動が大量に、かつ迅速に行えるようになった現代では、複数の言語に触れながら成

長する子どもの数が世界的に増加している。本発表は、複数の言語を背景にもつ子どもが、「自分らしさ」

をどのようなものと捉えているかを考察したものである。

　年少の日本語学習者を対象に、日本語能力や学習を振り返る半構造化インタビューを実施した。「定性的

コーディング」（佐藤 2008）の分析を経て、語りから「自己認識」「他者認識」「自己と他者の関係に対する認識」

という 3 つの認識の焦点的コーディングを抽出した。コードを考察した結果、①日本語能力の伸長、②各認

識の変容、③「自分らしさ」の内実や表明の仕方を考えていく過程、の 3 点の相関関係が示唆された。3 点

の相関関係によって明らかとなる子どもの「自分らしさ」の捉え方から、「全人的発達を支える教育」とし

て位置づけられている年少者日本語教育のあり方を論じたい。
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19. 共感研究の歴史 part1
     中妻拓也（立命館大学大学院文学研究科）

　本研究では共感の概念についての歴史的変遷を概観し、共感がいかなる歴史を経て現在の概念に至ったか

を提示することを目的としている。共感は、一般には「他者への思いやり」と類似、もしくは一致したもの

と考えられている傾向にある。今回の発表では、共感研究において歴史的変革といえる、共感を測定するま

での歴史を概観し、測定するのではなく、現象を記述し、理論を構築することを主としていた時代の様子を

示す。この時代の研究動向は現在の共感の概念にもつながる示唆に富み、研究を概観することが、新しい研

究への視座につながる重要な知見につながると考えられる。

20. 国境を越えた移住にともなう家庭内役割分担の変容過程の記述
 滑田明暢（立命館大学大学院・文学研究科）

　国境を越えた移住を行う際には、個人を取り巻く環境や個人の考え方に変化が起こると仮定される。では、

家庭内の役割分担のような、個人にとってより私的な生活圏の事象においても移住にともなう変化が起こる

のか。本研究は、家庭内役割分担の実践およびその実践に対する意味づけが、国境を越えた移住においてど

のように変容するのかを検討する。海外に移住して 3 年以上居住あるいは現地に永住の意図のある日本出身

の方々からインタビュー調査の協力を得た。具体的には、30・40 代（米国 7 名・英国 2 名）と 50・60 代

（米国 0 名、英国 2 名とフォーカスグループインタビュー）の方々の協力を得た。就業するかしないかの次

元においては、移住を経ても家庭内における役割分担実践の形に大きな違いは起こっていないように見えた。

　一方、移住にともなって出現した対応するべき物事も家庭内の役割として捉えられており、微視的な次元

での変化は起きていた。

21. 造形活動に媒介された世界の現象と行為の透明性について
 松本健義・神保悠・藤田仁美（上越教育大学・兵庫教育大学大学院・上越教育大学大学院）

　造形活動はその場や状況に新たな世界を現象させ，同時に，その世界の現象をかたちづくる造形行為それ

自体についても自明な方法として自他間で「透明性」（Lave & Wenger, 1991）を成り立たせていく活動で

あるといえる。造形活動に媒介された世界の現象と行為の自明化の過程で，環境世界や周囲の事物，自他の

行為は，新たな結び目をつくりながらその意味やはたらきをつくり変え，社会的で文化的なものへと質的に

変化している。

　本発表では，小学生の活動事例をもとに，事物と世界，自他と世界の結び目を造形物をとおしてつくる行

為としての造形活動に着目し，結び目を媒介にして現象する世界と透明化する行為の具体性とを記述するこ

とで，従来の個人の経験やイメージの表現といった視点ではない，ものとものとのあいだやものと行為との

あいだを媒介し，自他の境界を超えて世界を現象させ行為を触発する造形活動のはたらきについて報告する。
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25. 自殺防止ＮＰＯ相談員の実践共同体への参加動機と
活動維持に関する研究

     東内祐広（静岡大学創造科学技術大学院自然科学系教育部博士後期課程）

　自殺既遂者が 14年連続で年間 3万人を上回る事態となっている。自殺問題が再生産され、14年間で 45
万人以上自殺によって命を失っている日本社会において、もはや自殺は個人の問題ではなく、社会の問題で

あると考えることが適切かつ妥当である。

　自殺防止活動は一般的には非常に困難な仕事であると位置づけられているが、それにもかかわらず、「ボ

ランティア」という無償の仕事として自殺防止相談に取り組もうとする市民活動がある。彼らが困難を乗り

越え、職場や家庭という生活空間を超えたこの実践共同体に参加し、継続する動機について、自殺防止相談

活動の相談員に焦点を当てた半構造面接調査を実施した。

　SCAT 法を用いて 4名のストーリーライン分析を行ったところ、最初の参加動機は多様であったが、相談

員が ｢相談員になっていく｣ 過程において、多様な他者との関係性から得た繋がりなどの影響及び相談員の

内的過程における意味づけの変容がみられた。

26. 希死念慮をもつターミナル期の患者とのインタビュー
 向後裕美子（東京大学大学院教育学研究科臨床心理学コース博士課程）

　慢性疾患の増加と、患者主体の医療の広まり、医療情報へのアクセシビリティの向上により、近づく死

を意識しながらターミナル期を生きる経験をする人が増加している。しかし、緩和ケアを受ける患者の希

死念慮について国内外の先行研究をレビューした赤澤ら（2004）によれば、ターミナル期の患者の 8.5 ～

22.7％に希死念慮が認められていた。ターミナル期の心理的援助を考える上で、希死念慮は重要なテーマと

言えるだろう。

　本研究では、自らを「末期患者」と呼ぶ 50代女性が継続的なインタビューの中で語った希死念慮につい

て、その変化の過程と要因について検討する。インタビューでは、早めにケリをつけたいという思いと長生

きしたいという思いが、いずれも家族に迷惑をかけたくないという一つの思いから発していることが語られ

た。インタビューは、2012 年 5月現在も月 2回のペースで続けられており、今後の変化についても報告し

たいと考えている。

27. 解説活動における「熟達」について
 並木美砂子（千葉市動物公園）

　来園者に展示動物を解説することを通じて、いったい何を「知って欲しい」と思っているのだろうか。発

表者は、これまで「博物館等施設における解説者の熟達化」をテーマとし、複数の解説者へのインタビュー

を通じてそのプロセスを追究してきたが、今回は、自身の解説活動を丁寧に省察し、その内容を他の解説者

とともに検討してきたことを発表する。ここで「熟達」とは、来園者一人ひとりの世界理解に迫ろうとする

態度と、自らの「見え方」への誘いかたの問題である。
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28. すでにある具体的なものへの新しいまなざし
―福祉施設の地域化に向けた可能性―

     石幡愛（東京大学大学院教育学研究科、NPO 法人クリエイティブサポートレッツ）

　福祉施設の閉鎖性に対する問題意識から、福祉施設の地域化が叫ばれて久しい。福祉施設の地域化とは、1)
施設利用者が地域社会の一員として生活していくこと、2) 施設設備・機能を地域住民が利用できるようにす

ること、3) 施設職員が知識や技術を提供し、地域社会の資源となることを指す ( 大橋 ,1978)。本研究では、

福祉施設の地域化を課題として掲げるある施設の参与観察と職員へのインタビューから、この課題に対する

職員の意識を探った。職員は「社会」「地域」という言葉に対して縁遠いイメージを抱いていた。しかし一方で、

近隣との付き合いから、具体的な個人としての地域社会を意識しており、利用者の生活圏を広げるという観

点から、周辺地域における施設の役割や障害者の仕事を探っていることが明らかになった。彼らの姿勢を「す

でにある具体的なものへの新しいまなざし」と名付け、福祉施設の地域化において、そのような姿勢が持つ

可能性ついて論じた。

29.知的障がい者のきょうだいにおける青年期のライフコース選択プロセス：
複線径路・等至性モデルを用いて

 笠田舞（東京大学大学院教育学研究科）

　本研究では知的障がい者（以下，同胞）の兄弟姉妹（以下，きょうだい）であることが，進路や職業，配

偶者の選択など自立の時期にある青年期のきょうだいのライフコース選択をどのようなプロセスで導くか，

その体験過程について「今，ここ」の視点から明らかにすることを目的とした。青年期のきょうだい男女

12名を対象として個別に半構造化面接によるインタビュー調査を行い，時間を捨象せず人間の多様性や複

雑性を扱うための方法論（サトウ，2009）である複線径路・等至性モデルを援用し分析を行った。進路・

職業選択の時期は原家族に対する役割の転換期であり，将来の同胞のケア責任を感じやすいが，親からの働

きかけによって主体的なライフコース選択に広がることが示された。きょうだいにとって親から直接的な言

葉で，自由な選択を保障されることは過度なケア責任を感じずに育った家庭から巣立っていくための重要な

サポートになることが示された。

30. 災害救援ボランティアをめぐる“社会的なリアリティ”
〜　東日本大震災の報道内容分析から　〜

 近藤誠司（ＮＨＫ大阪放送局）

　東日本大震災では，「災害救援ボランティア」が当初不足した原因に関して，①被害が甚大かつ広大だっ

たこと，②アクセスが困難だったこと，③ガソリンや燃料が不足していたこと，④余震や津波などの二次災

害が懸念されたこと，⑤原発事故による放射能被曝リスクが懸念されたこと，⑥被災地側の受け入れ態勢が

整わなかったこと，⑦ボランティアの「秩序化のドライブ」が進んだことなどがあげられてきた。

加えて，被災地で実際に救援活動をおこなっていたボランティアなどからは，『マスメディアによる報道の

ありかたにも、支援の不足や遅れを招く原因があった』とする指摘がなされてきた．

　そこで，本研究では、地震発生から１ヶ月間の，災害救援ボランティアをめぐるテレビや新聞の報道内容

を分析することで，どのような “社会的なリアリティ ”が構築されていたのか検証し , ボランティアとメディ

アのインタラクションに関して考察をおこなう．
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25. 自殺防止ＮＰＯ相談員の実践共同体への参加動機と
活動維持に関する研究

     東内祐広（静岡大学創造科学技術大学院自然科学系教育部博士後期課程）

　自殺既遂者が 14年連続で年間 3万人を上回る事態となっている。自殺問題が再生産され、14年間で 45
万人以上自殺によって命を失っている日本社会において、もはや自殺は個人の問題ではなく、社会の問題で

あると考えることが適切かつ妥当である。

　自殺防止活動は一般的には非常に困難な仕事であると位置づけられているが、それにもかかわらず、「ボ

ランティア」という無償の仕事として自殺防止相談に取り組もうとする市民活動がある。彼らが困難を乗り

越え、職場や家庭という生活空間を超えたこの実践共同体に参加し、継続する動機について、自殺防止相談

活動の相談員に焦点を当てた半構造面接調査を実施した。

　SCAT 法を用いて 4名のストーリーライン分析を行ったところ、最初の参加動機は多様であったが、相談

員が ｢相談員になっていく｣ 過程において、多様な他者との関係性から得た繋がりなどの影響及び相談員の

内的過程における意味づけの変容がみられた。

26. 希死念慮をもつターミナル期の患者とのインタビュー
 向後裕美子（東京大学大学院教育学研究科臨床心理学コース博士課程）

　慢性疾患の増加と、患者主体の医療の広まり、医療情報へのアクセシビリティの向上により、近づく死

を意識しながらターミナル期を生きる経験をする人が増加している。しかし、緩和ケアを受ける患者の希

死念慮について国内外の先行研究をレビューした赤澤ら（2004）によれば、ターミナル期の患者の 8.5 ～

22.7％に希死念慮が認められていた。ターミナル期の心理的援助を考える上で、希死念慮は重要なテーマと

言えるだろう。

　本研究では、自らを「末期患者」と呼ぶ 50代女性が継続的なインタビューの中で語った希死念慮につい

て、その変化の過程と要因について検討する。インタビューでは、早めにケリをつけたいという思いと長生

きしたいという思いが、いずれも家族に迷惑をかけたくないという一つの思いから発していることが語られ

た。インタビューは、2012 年 5月現在も月 2回のペースで続けられており、今後の変化についても報告し

たいと考えている。

27. 解説活動における「熟達」について
 並木美砂子（千葉市動物公園）

　来園者に展示動物を解説することを通じて、いったい何を「知って欲しい」と思っているのだろうか。発

表者は、これまで「博物館等施設における解説者の熟達化」をテーマとし、複数の解説者へのインタビュー

を通じてそのプロセスを追究してきたが、今回は、自身の解説活動を丁寧に省察し、その内容を他の解説者

とともに検討してきたことを発表する。ここで「熟達」とは、来園者一人ひとりの世界理解に迫ろうとする

態度と、自らの「見え方」への誘いかたの問題である。
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28. すでにある具体的なものへの新しいまなざし
―福祉施設の地域化に向けた可能性―

     石幡愛（東京大学大学院教育学研究科、NPO 法人クリエイティブサポートレッツ）

　福祉施設の閉鎖性に対する問題意識から、福祉施設の地域化が叫ばれて久しい。福祉施設の地域化とは、1)
施設利用者が地域社会の一員として生活していくこと、2) 施設設備・機能を地域住民が利用できるようにす

ること、3) 施設職員が知識や技術を提供し、地域社会の資源となることを指す ( 大橋 ,1978)。本研究では、

福祉施設の地域化を課題として掲げるある施設の参与観察と職員へのインタビューから、この課題に対する

職員の意識を探った。職員は「社会」「地域」という言葉に対して縁遠いイメージを抱いていた。しかし一方で、

近隣との付き合いから、具体的な個人としての地域社会を意識しており、利用者の生活圏を広げるという観

点から、周辺地域における施設の役割や障害者の仕事を探っていることが明らかになった。彼らの姿勢を「す

でにある具体的なものへの新しいまなざし」と名付け、福祉施設の地域化において、そのような姿勢が持つ

可能性ついて論じた。

29.知的障がい者のきょうだいにおける青年期のライフコース選択プロセス：
複線径路・等至性モデルを用いて

 笠田舞（東京大学大学院教育学研究科）

　本研究では知的障がい者（以下，同胞）の兄弟姉妹（以下，きょうだい）であることが，進路や職業，配

偶者の選択など自立の時期にある青年期のきょうだいのライフコース選択をどのようなプロセスで導くか，

その体験過程について「今，ここ」の視点から明らかにすることを目的とした。青年期のきょうだい男女

12名を対象として個別に半構造化面接によるインタビュー調査を行い，時間を捨象せず人間の多様性や複

雑性を扱うための方法論（サトウ，2009）である複線径路・等至性モデルを援用し分析を行った。進路・

職業選択の時期は原家族に対する役割の転換期であり，将来の同胞のケア責任を感じやすいが，親からの働

きかけによって主体的なライフコース選択に広がることが示された。きょうだいにとって親から直接的な言

葉で，自由な選択を保障されることは過度なケア責任を感じずに育った家庭から巣立っていくための重要な

サポートになることが示された。

30. 災害救援ボランティアをめぐる“社会的なリアリティ”
〜　東日本大震災の報道内容分析から　〜

 近藤誠司（ＮＨＫ大阪放送局）

　東日本大震災では，「災害救援ボランティア」が当初不足した原因に関して，①被害が甚大かつ広大だっ

たこと，②アクセスが困難だったこと，③ガソリンや燃料が不足していたこと，④余震や津波などの二次災

害が懸念されたこと，⑤原発事故による放射能被曝リスクが懸念されたこと，⑥被災地側の受け入れ態勢が

整わなかったこと，⑦ボランティアの「秩序化のドライブ」が進んだことなどがあげられてきた。

加えて，被災地で実際に救援活動をおこなっていたボランティアなどからは，『マスメディアによる報道の

ありかたにも、支援の不足や遅れを招く原因があった』とする指摘がなされてきた．

　そこで，本研究では、地震発生から１ヶ月間の，災害救援ボランティアをめぐるテレビや新聞の報道内容

を分析することで，どのような “社会的なリアリティ ”が構築されていたのか検証し , ボランティアとメディ

アのインタラクションに関して考察をおこなう．
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31. 統合失調症患者のきょうだいとの語り合い
―発症前後における関係性の変化と連続性に着目して

     原田満里子（東京大学大学院／日本学術振興会）

　本発表では、精神障がいのひとつである統合失調症患者のきょうだいである楠さん（仮名）が、病気を発

症した弟との関係性をどのように語るのか、発症前後で変化した点と連続性がある部分に着目して考察する

ことを目的とする。筆者と楠さんは障がい者のきょうだい同士として「語り合い」（大倉 2008）を 4 回（約

9 時間）行なった。語り合いの中では、発症前の弟の面倒をよくみる兄と兄を慕う弟という関係性が「兄の声」

という弟の幻聴を生み、発症時の行動を「命令」させたのではないかという関係性の連続性による楠さんの

苦悩が見られた。発症後については、弟の人生への責任感を兄が抱くという点などの関係性の変化も見られ

た。これらから、弟と自分の関係性への綾に入り込む様が窺え、きょうだいとしてのアイデンティティや関

係性の再構築といった課題が浮かび上がってきた。また、筆者との語り合いの展開についても考察に加える

こととする。

32. 新任保育者はキリスト教保育をどう捉えているのか：
就職前のインタビューの分析から

 鈴木幸子・江村綾野 ( 静岡英和学院大学・お茶の水女子大学大学院 )

　保育実践の根幹として重要な保育目標や方針等は、保育施設の全職員に共通理解されることが必要である

ため、新任保育者にとっても重要である。キリスト教保育の保育目標や方針、保育の特色はキリスト教に基

づいている。しかし、新任保育者たちは、キリスト教の信者とは限らず、キリスト教にかかわった経験は様々

である。そのため、新任保育者たちがキリスト教保育をどのように感じながら実践していくのかを示すこと

は、保育者を支える上での示唆となるだろう。分析対象は、キリスト教の経験が異なる新任保育者 2 名に対

して 2012 年 3 月に行ったインタビューの記録とする。分析には SCAT を用い、2 名の共通点や相違点を示す。

33. サグラダ・ファミリアに集う人々：
建築続行要因としての協力・葛藤

 仲根聰子・伊藤哲司 ( 茨城大学人文科学研究科）

　本研究は、スペイン・バルセロナのサグラダ・ファミリアに集う人々（ガウディの研究家や建築現場で働

く人々）を対象にして行ったフィールド研究である。

　1882 年に贖罪教会として着工され、130 年も経過する現在も建築が続行されているが、その要因を参与

観察とインタビューで明らかにすることが本研究の目的である。

　これまでに行った彫刻家、石工、模型職人等へのインタビューを通して、ガウディの意志の読み解き、建

築物を次世代に残すことに多くの人々が協力していることが浮き彫りになった。他方、水面下ではさまざま

な葛藤が繰り返されてもいる。ガウディの構想にないものが建築されたり、職人たちの意見が食い違ってい

たり、技術の伝承が十分なされていないといったこともわかってきた。

　そのような協力のみならず葛藤も、結果的に建築が続行されていく要因であると考えられる。その具体的

な様相をさらに研究し分析することが今後の課題である。

34. インタビューにおける研究者の視点の反映：
ダブルインタビューによる検討

     川崎隆（東京大学大学院教育学研究科臨床心理学コース）

　質的研究においては、データ収集及び分析過程で研究者の視点が反映され、研究プロセスや結果を強く規

定する可能性がある。例えばインタビューでは、語り手と聞き手の相互作用によって言語データが産みださ

れ、研究者の視点が不可避的に語りに影響を及ぼしている。しかし、研究者の視点は、実際にどのように反

映していてどのような問題を有しているのかは不透明である。本研究では、2 つのアプローチから、データ

収集における研究者の視点について検討した。1 点目として、修士論文執筆者に研究計画から執筆に至るま

での過程を語ってもらい、視点の変遷を検討した。2 点目として、本研究ではデータ収集方法を工夫した。

　具体的には、一人の語り手に同一のテーマに関して異なる研究者がインタビューを行い、生成される語り

はどのように変わるのかを検討した。本発表では、特に後者に焦点を当て、質的研究のインタビュー過程で

生じる問題点と改善案の考察を行う。

35. 災害復興過程における“社会的なリアリティ”の共同構築
〜台湾古坑郷華山村の事例をもとに　〜

 李旉昕・近藤誠司・矢守克也
（京都大学大学院情報学研究科・京都大学大学院情報学研究科・京都大学防災研究所）

　被災後の復興過程にあるコミュニティでは、まちづくりが課題となることが多い。特に、中山間地域のよ

うな、被災前から高齢化、過疎化が進んだ集落におけるまちづくり活動では、どのような問題が現れるのか。

どのような支援が必要なのか。外部者（行政、メディア、専門家）との交流はどのような影響を与えるのか。

　本研究では、1999 年の集集大地震で被害を受けながらも地域の再生に成功した台湾の古坑郷華山村とい

う中山間地の農村の事例をとりあげ、「住民」、「行政」、「メディア」という各アクターが互いに影響しあう

中で華山村における復興の「社会的なリアリティ」はどのように構築されたのかについて考察する。研究方

法としては、関係者への聞き取り調査を行うとともに、メディアの関連報道の内容を質的に分析する。同時

に、本事例を通じて、東日本大震災の被災地の今後の復興のための道筋についても考察を進めたい。

36. うつ病休職者における復職支援の動向
−心理学的アプローチに注目して−

 川本静香（立命館大学大学院文学研究科）

　近年うつ病による病休・休職者が増加しているといわれている。それを受け、うつ病患者の職場復帰の問

題に大きな注目が集まっている。企業では、メンタルヘルスの専門家を職場内に配置したり、民間の支援機

関等の外部資源を活用する等の対応策がとられているものの、一部のうつ病休職者はこうした対応策では復

職に至らず、うつ病休職者の病態に応じた復職支援を提供することが求められている。

　こうした背景を受け、本研究では、うつ病休職者の病態に応じた支援を検討する上で、まずはうつ病休職

者が現状でどのような支援を受けているのかについて概観する。具体的には、これまで企業内および企業外

の施設にて行われてきた復職支援の状況をレビューし、その動向について考察することを目的とする。
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31. 統合失調症患者のきょうだいとの語り合い
―発症前後における関係性の変化と連続性に着目して

     原田満里子（東京大学大学院／日本学術振興会）

　本発表では、精神障がいのひとつである統合失調症患者のきょうだいである楠さん（仮名）が、病気を発

症した弟との関係性をどのように語るのか、発症前後で変化した点と連続性がある部分に着目して考察する

ことを目的とする。筆者と楠さんは障がい者のきょうだい同士として「語り合い」（大倉 2008）を 4 回（約

9 時間）行なった。語り合いの中では、発症前の弟の面倒をよくみる兄と兄を慕う弟という関係性が「兄の声」

という弟の幻聴を生み、発症時の行動を「命令」させたのではないかという関係性の連続性による楠さんの

苦悩が見られた。発症後については、弟の人生への責任感を兄が抱くという点などの関係性の変化も見られ

た。これらから、弟と自分の関係性への綾に入り込む様が窺え、きょうだいとしてのアイデンティティや関

係性の再構築といった課題が浮かび上がってきた。また、筆者との語り合いの展開についても考察に加える

こととする。

32. 新任保育者はキリスト教保育をどう捉えているのか：
就職前のインタビューの分析から

 鈴木幸子・江村綾野 ( 静岡英和学院大学・お茶の水女子大学大学院 )

　保育実践の根幹として重要な保育目標や方針等は、保育施設の全職員に共通理解されることが必要である

ため、新任保育者にとっても重要である。キリスト教保育の保育目標や方針、保育の特色はキリスト教に基

づいている。しかし、新任保育者たちは、キリスト教の信者とは限らず、キリスト教にかかわった経験は様々

である。そのため、新任保育者たちがキリスト教保育をどのように感じながら実践していくのかを示すこと

は、保育者を支える上での示唆となるだろう。分析対象は、キリスト教の経験が異なる新任保育者 2 名に対

して 2012 年 3 月に行ったインタビューの記録とする。分析には SCAT を用い、2 名の共通点や相違点を示す。

33. サグラダ・ファミリアに集う人々：
建築続行要因としての協力・葛藤

 仲根聰子・伊藤哲司 ( 茨城大学人文科学研究科）

　本研究は、スペイン・バルセロナのサグラダ・ファミリアに集う人々（ガウディの研究家や建築現場で働

く人々）を対象にして行ったフィールド研究である。

　1882 年に贖罪教会として着工され、130 年も経過する現在も建築が続行されているが、その要因を参与

観察とインタビューで明らかにすることが本研究の目的である。

　これまでに行った彫刻家、石工、模型職人等へのインタビューを通して、ガウディの意志の読み解き、建

築物を次世代に残すことに多くの人々が協力していることが浮き彫りになった。他方、水面下ではさまざま

な葛藤が繰り返されてもいる。ガウディの構想にないものが建築されたり、職人たちの意見が食い違ってい

たり、技術の伝承が十分なされていないといったこともわかってきた。

　そのような協力のみならず葛藤も、結果的に建築が続行されていく要因であると考えられる。その具体的

な様相をさらに研究し分析することが今後の課題である。

34. インタビューにおける研究者の視点の反映：
ダブルインタビューによる検討

     川崎隆（東京大学大学院教育学研究科臨床心理学コース）

　質的研究においては、データ収集及び分析過程で研究者の視点が反映され、研究プロセスや結果を強く規

定する可能性がある。例えばインタビューでは、語り手と聞き手の相互作用によって言語データが産みださ

れ、研究者の視点が不可避的に語りに影響を及ぼしている。しかし、研究者の視点は、実際にどのように反

映していてどのような問題を有しているのかは不透明である。本研究では、2 つのアプローチから、データ

収集における研究者の視点について検討した。1 点目として、修士論文執筆者に研究計画から執筆に至るま

での過程を語ってもらい、視点の変遷を検討した。2 点目として、本研究ではデータ収集方法を工夫した。

　具体的には、一人の語り手に同一のテーマに関して異なる研究者がインタビューを行い、生成される語り

はどのように変わるのかを検討した。本発表では、特に後者に焦点を当て、質的研究のインタビュー過程で

生じる問題点と改善案の考察を行う。

35. 災害復興過程における“社会的なリアリティ”の共同構築
〜台湾古坑郷華山村の事例をもとに　〜

 李旉昕・近藤誠司・矢守克也
（京都大学大学院情報学研究科・京都大学大学院情報学研究科・京都大学防災研究所）

　被災後の復興過程にあるコミュニティでは、まちづくりが課題となることが多い。特に、中山間地域のよ

うな、被災前から高齢化、過疎化が進んだ集落におけるまちづくり活動では、どのような問題が現れるのか。

どのような支援が必要なのか。外部者（行政、メディア、専門家）との交流はどのような影響を与えるのか。

　本研究では、1999 年の集集大地震で被害を受けながらも地域の再生に成功した台湾の古坑郷華山村とい

う中山間地の農村の事例をとりあげ、「住民」、「行政」、「メディア」という各アクターが互いに影響しあう

中で華山村における復興の「社会的なリアリティ」はどのように構築されたのかについて考察する。研究方

法としては、関係者への聞き取り調査を行うとともに、メディアの関連報道の内容を質的に分析する。同時

に、本事例を通じて、東日本大震災の被災地の今後の復興のための道筋についても考察を進めたい。

36. うつ病休職者における復職支援の動向
−心理学的アプローチに注目して−

 川本静香（立命館大学大学院文学研究科）

　近年うつ病による病休・休職者が増加しているといわれている。それを受け、うつ病患者の職場復帰の問

題に大きな注目が集まっている。企業では、メンタルヘルスの専門家を職場内に配置したり、民間の支援機

関等の外部資源を活用する等の対応策がとられているものの、一部のうつ病休職者はこうした対応策では復

職に至らず、うつ病休職者の病態に応じた復職支援を提供することが求められている。

　こうした背景を受け、本研究では、うつ病休職者の病態に応じた支援を検討する上で、まずはうつ病休職

者が現状でどのような支援を受けているのかについて概観する。具体的には、これまで企業内および企業外

の施設にて行われてきた復職支援の状況をレビューし、その動向について考察することを目的とする。
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37. 統箱庭療法の言語的応答における箱庭制作者の主観的体験に関する研究
     二上裕丞（明治大学大学院文学研究科臨床人間学専攻）

　箱庭療法とは、1929 年英国の小児科医ローエンフェルドが子どもの治療法として考案した世界技法を、

スイスのカルフがユングの理論をもとに発展させた心理治療技法である。箱庭療法は箱庭制作の過程と言語

的応答の過程からなり、この２つの過程は「箱庭療法という車の両輪」と言われているが、言語的応答にお

ける箱庭制作者の主観的体験を捉えようとした研究は非常に少なく、その機能は十分に検討されていない。

心理臨床の実践場面においても、この言語的応答は「ともに味わうような感じで」ということが強調されて

いるのみで、箱庭作品について具体的にはどのような扱いをするべきなのかあいまいな部分がある。以上の

問題意識より、本研究では箱庭療法の言語的応答における箱庭制作者の主観的体験を質的に捉えることを目

的とし、箱庭療法における言語的応答の機能や意義に迫ることによって、心理臨床の実践に寄与できればと

考えている。

38. 新ソーシャルメディアにおける震災後の地震予知流言
 上村晃弘・ 白石理佐・サトウタツヤ

( 立命館大学立命館グローバルイノベーション研究機構・所属なし・立命館大学文学部 )

　2011 年の東日本大震災では様々な流言が拡散した。本研究では特に東日本大震災後にソーシャルメディ

アを媒介として拡散した地震予知流言に焦点を当て、その特徴を明らかにした。まず、記事やツイートの出

現パターンは、福原ら（2005）の分類における突発型であった。次に、流言の特徴である「同化」「強調」

を確認できた。ただし、これらははっきりと区別されるものではなく、流言のとらえ方によってどちらにも

取れる場合があることがわかった。また、地震に対して注意喚起を促す内容や読み手に配慮をしつつ情報の

伝達をする内容があった。これは、東日本大震災をきっかけに防災意識が向上し、他人の安全を気遣う意識

も高まったためと考えられる。このことから、安全確保などポジティブな意味で流言をツールとして使用し

ている可能性も見出された。

39. 2歳児クラスの散歩場面における幼児同士の対話のあり方の変化
−眼前の物を話題とする事例に着目して−

 淀川裕美 ( 東京大学大学院教育学研究科博士課程 / 日本学術振興会特別研究員）

　本研究では、2-3 歳児同士の散歩時の対話のあり方を検討した。6 ～ 11 月の半年間参与観察を行い、幼

児同士の対話は 29 事例観察された。事例を 3 ヶ月毎に 2 期に分けたところ、眼前の物を話題とする事例は

前期 5 事例、後期 5 事例であった（後期に三者間対話と五者間対話が 1 事例ずつ、他は全て二者間対話）。

前期には、他児が話題として提示した物に関心を示さず対話がすぐ終わる、物に関する互いの主張を受け入

れられず泣き出す、他児の所有物に関心を示し話しかけるが、応答がなく対話がすぐ終わる等、対話が維持

されにくいものの他児との対話を行いたい気持ちが見られた。一方、後期には、他児が話題として提示した

物に関心を示し、物についての理解を共有する、あるいは物について表現を変えながら言い合う、他児が扱っ

ている物をどうしたいか確認し、援助しようとする等、互いの思いや理解を共有しながら、他児との対話を

楽しむ様子が見られた。

40. 健康科学研究における Thematic Analysis の応用可能性について
     土屋雅子（千葉大学大学院看護学研究科）

　健康科学 ‐ 健康心理学，看護学，保健学などの人類の健康を扱う学問分野 ‐ では，個々の分野の境界を

越えた研究手法を駆使し , よりよい人間理解につながる研究が求められている。健康科学分野研究の要とな

る bio-psycho-social model では，量的研究法，質的研究法のどちらか 1 つのみを使用しての真実の探求は

困難を極める。

　量的研究の根幹となる ”universality” の追求，質的研究の根幹となる ”speciality” の追求は，相容れないも

のと考えられがちであり，両者の意見の相違は，マクロ対ミクロ的な視点の衝突にとどまり，両研究法の協

働的方法論を生成していない。本発表では，協働的方法論として Boyatzis の Thematic Analysis を紹介し，

その方法論を紐解く。そして，健康科学研究における Thematic Analysis の応用可能性について考察を行う。

41. カウンセリングにおける個人的ポジショニング
―モラルオーダーを軽減するクライアントの発話行為に注目して―

 綾城初穂（東京大学大学院教育学研究科）

　本発表では，子どもの問題を主訴として来談したクライアントとカウンセラーとのやり取りをポジショニ

ング理論（Harré,1998）によって分析する。ポジショニングとは，語り手が自分や他者を言説上で位置付け

るあり方を示す概念である。Harré はポジションを言説上の権利と義務のクラスターと定義している。これ

に従えば、カウンセラーやクライアントといったポジションは、それぞれに許される（許されない）語りや

義務づけられる語りといった制約を課せられていると考えられる。本発表では，クライアントが「自分の問

題」といった語りを見せる場面に注目した分析を行い，その語りがポジションの制約に対してどのような影

響を与えるのかについて検討した。分析の結果，クライアントがポジションの制約以上の発言権を得るため

に自己の個別性を主張し（個人的ポジショニング），権利や義務の制約をローカルな関係において軽減して

いたことが示唆された。

42.「被災者の声」はどのように語られるか（２）
―〈子ども〉というディスコースの実践―

 広津侑実子・橋本望・原田満里子・綾城初穂（東京大学大学院教育学研究科）

　本発表では、朝日新聞「いま伝えたい　被災者の声」欄に掲載された子どもに関する表現を対象にディス

コース分析を試みる。分析対象は、中学生以下の子ども本人の声・大人が子どもに言及する声・写真という

視覚的な声の３つである。目的は、これらの声においてどのような社会的効果や意味がもたらされるのかを

検討することであった。共同的な分析の結果、これらの３つの声において構築されている〈子ども〉像は、

欲求を直接的に表出する、ボランティアなどを通じて周囲を鼓舞し勇気づける、体験を肯定的に意味づけ将

来につなげる、といった特徴をもつことが明らかになった。従来の〈子ども〉観の一部を拡大・強調したこ

れらの特徴は、多かれ少なかれ大人の欲望の反映であり、３つの声が相互に補完しあいながら、読み手に一

種のカタルシスを与えると同時に、「再生への希望」を構築する道具性が〈子ども〉に付与されていると考

えられた。
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37. 統箱庭療法の言語的応答における箱庭制作者の主観的体験に関する研究
     二上裕丞（明治大学大学院文学研究科臨床人間学専攻）

　箱庭療法とは、1929 年英国の小児科医ローエンフェルドが子どもの治療法として考案した世界技法を、

スイスのカルフがユングの理論をもとに発展させた心理治療技法である。箱庭療法は箱庭制作の過程と言語

的応答の過程からなり、この２つの過程は「箱庭療法という車の両輪」と言われているが、言語的応答にお

ける箱庭制作者の主観的体験を捉えようとした研究は非常に少なく、その機能は十分に検討されていない。

心理臨床の実践場面においても、この言語的応答は「ともに味わうような感じで」ということが強調されて

いるのみで、箱庭作品について具体的にはどのような扱いをするべきなのかあいまいな部分がある。以上の

問題意識より、本研究では箱庭療法の言語的応答における箱庭制作者の主観的体験を質的に捉えることを目

的とし、箱庭療法における言語的応答の機能や意義に迫ることによって、心理臨床の実践に寄与できればと

考えている。

38. 新ソーシャルメディアにおける震災後の地震予知流言
 上村晃弘・ 白石理佐・サトウタツヤ

( 立命館大学立命館グローバルイノベーション研究機構・所属なし・立命館大学文学部 )

　2011 年の東日本大震災では様々な流言が拡散した。本研究では特に東日本大震災後にソーシャルメディ

アを媒介として拡散した地震予知流言に焦点を当て、その特徴を明らかにした。まず、記事やツイートの出

現パターンは、福原ら（2005）の分類における突発型であった。次に、流言の特徴である「同化」「強調」

を確認できた。ただし、これらははっきりと区別されるものではなく、流言のとらえ方によってどちらにも

取れる場合があることがわかった。また、地震に対して注意喚起を促す内容や読み手に配慮をしつつ情報の

伝達をする内容があった。これは、東日本大震災をきっかけに防災意識が向上し、他人の安全を気遣う意識

も高まったためと考えられる。このことから、安全確保などポジティブな意味で流言をツールとして使用し

ている可能性も見出された。

39. 2歳児クラスの散歩場面における幼児同士の対話のあり方の変化
−眼前の物を話題とする事例に着目して−

 淀川裕美 ( 東京大学大学院教育学研究科博士課程 / 日本学術振興会特別研究員）

　本研究では、2-3 歳児同士の散歩時の対話のあり方を検討した。6 ～ 11 月の半年間参与観察を行い、幼

児同士の対話は 29 事例観察された。事例を 3 ヶ月毎に 2 期に分けたところ、眼前の物を話題とする事例は

前期 5 事例、後期 5 事例であった（後期に三者間対話と五者間対話が 1 事例ずつ、他は全て二者間対話）。

前期には、他児が話題として提示した物に関心を示さず対話がすぐ終わる、物に関する互いの主張を受け入

れられず泣き出す、他児の所有物に関心を示し話しかけるが、応答がなく対話がすぐ終わる等、対話が維持

されにくいものの他児との対話を行いたい気持ちが見られた。一方、後期には、他児が話題として提示した

物に関心を示し、物についての理解を共有する、あるいは物について表現を変えながら言い合う、他児が扱っ

ている物をどうしたいか確認し、援助しようとする等、互いの思いや理解を共有しながら、他児との対話を

楽しむ様子が見られた。

40. 健康科学研究における Thematic Analysis の応用可能性について
     土屋雅子（千葉大学大学院看護学研究科）

　健康科学 ‐ 健康心理学，看護学，保健学などの人類の健康を扱う学問分野 ‐ では，個々の分野の境界を

越えた研究手法を駆使し , よりよい人間理解につながる研究が求められている。健康科学分野研究の要とな

る bio-psycho-social model では，量的研究法，質的研究法のどちらか 1 つのみを使用しての真実の探求は

困難を極める。

　量的研究の根幹となる ”universality” の追求，質的研究の根幹となる ”speciality” の追求は，相容れないも

のと考えられがちであり，両者の意見の相違は，マクロ対ミクロ的な視点の衝突にとどまり，両研究法の協

働的方法論を生成していない。本発表では，協働的方法論として Boyatzis の Thematic Analysis を紹介し，

その方法論を紐解く。そして，健康科学研究における Thematic Analysis の応用可能性について考察を行う。

41. カウンセリングにおける個人的ポジショニング
―モラルオーダーを軽減するクライアントの発話行為に注目して―

 綾城初穂（東京大学大学院教育学研究科）

　本発表では，子どもの問題を主訴として来談したクライアントとカウンセラーとのやり取りをポジショニ

ング理論（Harré,1998）によって分析する。ポジショニングとは，語り手が自分や他者を言説上で位置付け

るあり方を示す概念である。Harré はポジションを言説上の権利と義務のクラスターと定義している。これ
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43. 日本の安全文化研究における「文化」の意味
     竹内みちる（（株）原子力安全システム研究所）

　近年、産業事故の防止にあたっては、技術・個人要因のみならず、組織的な要因に注意が払われるように

なった。その一つとして、日本においても、1990 年代以降、「安全文化」に関する研究が発達し、多様な分

野（エネルギー・輸送・化学・医療界等）で研究の蓄積がなされてきた。一方で、日本での安全文化研究の

特徴は、その工学的手法への固執と、歴史的、思想的な観点の欠如であるという批判がなされてもいる（福

島 , 2010）。本研究は、上述のように批判される既存の産業分野における安全文化研究 150 件において、安

全文化はどのようなものとして捉えられ、どのような面が検討されているのか／いないのかということを、

組織文化研究の知見に照らして整理し明確化する。発表では、特に、文化的環境（組織を取り巻く業界や社

会に特徴的な文化的枠組み）が、安全文化の研究の中でどのように扱われているのか／いないのかというこ

とを論じる。

44. 子どもの学校観と学校経験：
「終焉」しない物語、そしてナラティヴ・アプローチへ

 山崎一希 ( 茨城大学大学院人文科学研究科 )

　本研究は、学校を秩序づける「物語」（社会学的には終焉したとされる）について、子どもの側からの有

意性を再評価するものである。子どもたちは「物語」の素朴な信奉者ではないが、かといって「物語」が絶

望をもって彼らの中から消え去るのではなく、「本当かも知れない物語」として彼らの経験を規定しつづける。

そのことによって、物語を突き詰めた「ゼロ・トレランス」のような施策がときにリアリティをもって迎え

られてしまう。

　本研究では、ある高等学校でのＦＷ、およびインタビュー調査をもとに、子どもが共有する「物語」とし

ての学校観がどんなもので、どのように形成されているのか、「物語」に回収されにくい出来事はどう認識

されているのか、といった課題を明らかにする。さらに、その学校観と個別的・具体的相互行為とを関連づ

けながら新たな物語＝学校観を構築するナラティヴ・アプローチとしての「学校観の脱構築」実践の可能性

に言及する。

45. web における時間に焦点を当てた社会情報システムのデザイン
 高木徹 ( 東京都市大学大学院環境情報学研究科）

　ここ最近注目を集めているタイムラインインターフェースを用いた情報表現においては、時間軸にそって

情報を見せることで、複数の物事の関連性や前後関係を容易に把握することができ、情報に文脈を与えて見

せることを可能にさせる。しかし従来のタイムラインにおいては、時間軸のみにとらわれ過ぎることで線形

的な表現に縛られがちな場面もあると考える。これまでの研究を通して、タイムライン上での情報は時間軸

によって整理されながらも特定のカテゴリごとにエリアを形成していたり、情報同士が複雑に結びついてい

るのではないかと考える。これらを可視化することで非線形性を生み出し、よりインタラクティブな表現や

情報へのアプローチ手段を増やすことを可能にすると考える。本研究では時間軸上において情報のエリアや

結びつきを可視化させ、非線形的な表現を取り入れたタイムラインの考案とシステム開発を行い時間軸上に

おける情報のデザインを行っていく。

46. ソーシャルメディアとしての AR の可能性
     増田陽大（東京都市大学大学院環境情報学研究科）

　都市は、そこにある物理的、地理的な環境だけではなく、都市に付加される情報やそこでの様々な人々の

動き、集まり方、留まり方、及びその痕跡から構成されている。また、近年におけるソーシャルメディアや

スマートフォンの一般化によって、都市はより AR 的なものとなっている。この AR の多様な形態は、特定

の場、コンテンツの配置、ソーシャルメディアといったプラットフォームに依存して作られている。そして、

AR とは与えられたものではなく、プラットフォームに依拠しながらも人々が集合的に作り出すものだとい

うことである。

　そこで本研究では AR を利用した興味や関心の近いユーザー、知り合いのユーザー同士による「擬似同期」

的な街歩きを可能とし、尚且つ人と人とがコミュニケーションを行うツールを作成する。そして、このサー

ビスを用いてユーザーはどのようなコミュニケーションをとるのか調査する。

47. 地域キュレーターの活動の分析と活動を促進するためのシステムの開発
 谷杉歩音（東京都市大学大学院環境情報学研究科）

　近年、Web 上の情報発信は急速にポピュラーになってきているようにみえる。しかし、地域や特定の関

心などのローカルな情報は充分に共有されておらず、検索サイトで一般的なキーワードで検索するだけでは

ユーザーが満足いく情報が得られない場合がある。そのため独自の観点で情報を収集し、得た情報を選別し

て新しい文脈と価値を付加し再発信する「キュレーター」の活動が重要になってきている。本研究はローカ

ルな情報を再発信している「地域キュレーター」の活動に注目し、彼らがどのようなネットワークを持ち、

どのような情報を重要視した上で収集、選別、再発信しているのかを調査する。また、彼らが情報を収集・

再発信する活動を助ける Web システムを提案する。「キュレーター」の活動を助ける事でローカルな情報の

共有を促進することが期待できる。最後に本システムのプロトタイプである横浜市港北地区の情報収集シス

テムについて述べる。

48. レスポンスシフト―EBM と NBM の狭間に位置するものとして
 菅波澄治・松川絵里・藤原彩・土井裕貴・紀平知樹

（大阪大学大学院人間科学研究科・大阪大学コミュニケーションデザイン・センター・大阪大学大学院人間
科学研究科・大阪大学大学院人間科学研究科・兵庫医療大学共通教育センター）

　「レスポンスシフト」とは自己評価式のデータで生じる現象であり、特に臨床場面においては患者の QOL

評価に影響を及ぼすことが知られている。そのメカニズムについては Spranger & Schwartz（1999）や

Rapkin & Schwartz（2004）らが仮説を提示しているものの、実態の解明は未だに進んでいない。

　レスポンスシフトは Pre-test/Post-test デザインにおける Pre-test と、Then-test（回想による Pre-test）/

Post-test デザインにおける Then-test の差として示される。このうち、Pre-test/Post-test デザインが EBM

に基づく客観的指標であるのに対して、Then-test/Post-test デザインは患者のナラティヴに基づく主観的指

標であると言える。しかしながら、医療の自然科学的なパラダイムの中で、後者はこれまで患者の QOL を

評価する際に見過ごされてきたという経緯がある。本発表では個別的 QOL 評価尺度である SEIQoL を使用し

て、哲学的観点と臨床心理学的観点から、レスポンスシフトの新たな解釈を試みる。そして、NBM 実践の

方法論としてレスポンスシフトを捉え直すことの意義についても論じることとする。
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49. 帯同赴任から単身赴任を選択するまでのプロセス
―母親の語りを通して

     春日秀朗・渡邉卓也・富岡沙紀・宇都宮博・サトウタツヤ
（立命館大学大学院文学研究科・立命館大学大学院文学研究科・株式会社トライグループ・立命館大学文学部・

立命館大学文学部）

　本研究は、父親の転勤にともなって帯同赴任していた家庭が、どのような要因によって帯同赴任から単身

赴任を選択したのか、単身赴任を選択するに至ったプロセスを母親の語りから明らかにすることを目的とし

た。子どもを持つ 5 人の母親に対してインタビュー調査を行い、複線径路・等至性モデル（TEM）により分

析を行った。その結果、単身赴任を規定する最大の要因は子どもの年齢であり、単身赴任を選択するように

なるのは、主に長子が中学生に上がった頃であることがわかった。子どもの成長段階によって母親の単身赴

任に対する感情が異なり、子どもが幼い時は育児不安が大きいため帯同赴任を選択するが、小学生になる頃

には子どもへの影響を考えるようになり、中学に上がる頃には子どもの環境の安定を優先するというような

変化が見られた。また、住宅の管理や老親の世話、母親の就業状況も、赴任形態の選択に影響を与える要因

として挙げられた。

50. 青年期におけるキャリア意識の変容要因の検討 :
高校 1 年・高校 3 年・大学 4 年・就職 3 年目の語りを比較して

 安達仁美 ( 信州大学教育学部 )

　本研究の目的は、青年期におけるキャリア意識の変容要因について検討することである。近年、学校教育

でのキャリア教育の推進が謳われている。キャリア教育は、「一人一人の社会的・職業的自立に向け必要と

なる、基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育」（中教審 2011）と定義され

ているが、その成果は捉えにくいものである。そこで、本研究では、高校入学時から就職 3 年目までを長期

的に追跡した縦断的データを用いて、キャリア意識の変容過程とその要因を描き出す。多様な人生の選択肢

からどのように生き方を選択していくのだろうか。

　方法としては、Ｕさん（男性）に対して、高校 1 年生、高校 3 年生、大学 4 年生、就職 3 年目の計４回

実施したインタビュー調査をもとに、各時点の様相を複線径路等至性モデル（TEM）を用いて可視化し、比

較することを通して、キャリア意識に変容をもたらした要因について検討を試みる。

51. よそおいの発達と変容―化粧行為・着装のに纏わる語りの分析 
ナラティヴ・プラクティスの転用可能性の検討：

化粧による心理支援の可能性に向けて
 木戸彩恵 ( 立命館大学衣笠研究機構生存学研究センター）

　人は，社会・文化的文脈における選択肢の中から「自分らしさ」を選び取り，構成しながら生きる存在である。

男性らしさ・女性らしさとは，社会的デザインがルーティン化され，あらゆる場面の背景に深く埋め込まれ，

自明化された結果として表出されているものである。そうした属性を他者が見出すことが可能なのは，社会

的デザインによってそれらの行為が支えられているからである。よそおい（ここでは，化粧と着装を扱う）は，

そのような社会的デザインに基づく行為であるが，多くの場合に自明視されており，日常の中での実践的な

側面が特に意識されにくいと考えられる（尾出，2012）。本発表では，個人の社会・文化的文脈におけるよ

そおいの発達と変容を社会・文化的アプローチから捉えることで，その実践の様相に迫りたい。

52. 慢性疾患病者のケアのあり方の検討
―ピアサポートの場の生成と記述から

     赤阪麻由（立命館大学大学院文学研究科）

　慢性疾患病者のケアにあたり，医学モデルだけではなく心理社会モデルからのアプローチの必要性が認識

されつつある。従来の慢性疾患病者のケアは病院内での個人を対象にした支援が中心であったが，慢性疾患

病者にとって病いは日常生活とともにあるものであること、心理士が病院という現場で支援にあたるには制

度上、立場上限界があることから、病院外の支援のあり方を検討する必要がある。

　本研究は慢性疾患病者のケアの一つのあり方として，同じ困難を持つ当事者同士が語り，支え合うピアサ

ポートに注目した。ピアサポートに注目した取り組みはさまざまな場で行われているものの，その実態は不

明瞭であるのが現状である。そこで，発表者が実際にピアサポートのための場を立ち上げ，実践を行ってい

くプロセスを記述し，場がどのように動き，発展していくかを明らかにする。さらに，ケアのあり方や専門

性そのものについても考察していく。

53.「書く」行為にみえる「場」の移行と多声性　
―他者、自己、ことばの関係―

 工藤育子（早稲田大学大学院日本語教育研究科博士後期課程）

　本発表は、第二言語として日本語を学ぶ日本語学校の学習者の作文の第 1 稿から第 2 稿へと書き直した動

機や目的の語りを、書き手の何らかの「行為」ととらえ、「ヴィゴツキーの三角形」( 山住 2008) による図

解化を経て、「書く」行為とは何かという課題を問うために書き手の思考過程に迫ったものである。

考察の結果、①他者や第１稿とのかかわりを契機として、他者と共有した場と自己の内面という場の往来が

あることがわかった。これは a.「精神間機能」⇔「精神内機能」( ヴィゴツキー 2001) の概念で表される。

　さらに、自己の内面を経て第 2 稿が生成されることから、b.「話しことば」⇔「内言」⇔「書きことば」( ヴィ

ゴツキー上掲同 ) の関係でも説明され得る。また、②自己の内面の場から第 2 稿を書くまで、つまり「内言」

には、書き手自身の内部での活発なやりとりの繰り返しがあったことが明らかになった。これはバフチンの

「多声」(1995) 概念で説明することができる。

54. 就労女性の妊娠に伴うアイデンティティ管理
 足立にれか（白百合女子大学大学院文学研究科）

　妊娠は身体や体調の変化を伴うとともに人生移行（山本・ワップナー , 1992）の時期でもあり，ときに

環境や人との関係や価値観の変更を迫られる契機となる。たとえば働く女性は妊娠することによって，仕事

や人との新たな心的関係の構築や再構築を行うとされる（Hilfinger Messias, & DeJoseph, 2007）。働きなが

ら妊娠期を過ごす女性たちはまた，効率性，継続性，安定性，予測可能性等に価値を置く組織・企業の中で

〈働き手〉アイデンティティを維持する必要に迫られる（Greenberg, Ladge, & Clair, 2009; Gross, & Pattison, 

2007）。本調査ではインタビューデータをもとに、〈働き手〉アイデンティティ管理に関わる外的資源として，

主に国や組織内部の制度、職種や就労形態、組織内での対人関係に焦点を当てた探索的な分析を行い報告す

る。
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49. 帯同赴任から単身赴任を選択するまでのプロセス
―母親の語りを通して

     春日秀朗・渡邉卓也・富岡沙紀・宇都宮博・サトウタツヤ
（立命館大学大学院文学研究科・立命館大学大学院文学研究科・株式会社トライグループ・立命館大学文学部・

立命館大学文学部）

　本研究は、父親の転勤にともなって帯同赴任していた家庭が、どのような要因によって帯同赴任から単身

赴任を選択したのか、単身赴任を選択するに至ったプロセスを母親の語りから明らかにすることを目的とし

た。子どもを持つ 5 人の母親に対してインタビュー調査を行い、複線径路・等至性モデル（TEM）により分

析を行った。その結果、単身赴任を規定する最大の要因は子どもの年齢であり、単身赴任を選択するように
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なる、基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育」（中教審 2011）と定義され

ているが、その成果は捉えにくいものである。そこで、本研究では、高校入学時から就職 3 年目までを長期

的に追跡した縦断的データを用いて、キャリア意識の変容過程とその要因を描き出す。多様な人生の選択肢

からどのように生き方を選択していくのだろうか。

　方法としては、Ｕさん（男性）に対して、高校 1 年生、高校 3 年生、大学 4 年生、就職 3 年目の計４回

実施したインタビュー調査をもとに、各時点の様相を複線径路等至性モデル（TEM）を用いて可視化し、比

較することを通して、キャリア意識に変容をもたらした要因について検討を試みる。

51. よそおいの発達と変容―化粧行為・着装のに纏わる語りの分析 
ナラティヴ・プラクティスの転用可能性の検討：

化粧による心理支援の可能性に向けて
 木戸彩恵 ( 立命館大学衣笠研究機構生存学研究センター）

　人は，社会・文化的文脈における選択肢の中から「自分らしさ」を選び取り，構成しながら生きる存在である。

男性らしさ・女性らしさとは，社会的デザインがルーティン化され，あらゆる場面の背景に深く埋め込まれ，

自明化された結果として表出されているものである。そうした属性を他者が見出すことが可能なのは，社会

的デザインによってそれらの行為が支えられているからである。よそおい（ここでは，化粧と着装を扱う）は，

そのような社会的デザインに基づく行為であるが，多くの場合に自明視されており，日常の中での実践的な

側面が特に意識されにくいと考えられる（尾出，2012）。本発表では，個人の社会・文化的文脈におけるよ

そおいの発達と変容を社会・文化的アプローチから捉えることで，その実践の様相に迫りたい。

52. 慢性疾患病者のケアのあり方の検討
―ピアサポートの場の生成と記述から

     赤阪麻由（立命館大学大学院文学研究科）

　慢性疾患病者のケアにあたり，医学モデルだけではなく心理社会モデルからのアプローチの必要性が認識

されつつある。従来の慢性疾患病者のケアは病院内での個人を対象にした支援が中心であったが，慢性疾患

病者にとって病いは日常生活とともにあるものであること、心理士が病院という現場で支援にあたるには制

度上、立場上限界があることから、病院外の支援のあり方を検討する必要がある。

　本研究は慢性疾患病者のケアの一つのあり方として，同じ困難を持つ当事者同士が語り，支え合うピアサ

ポートに注目した。ピアサポートに注目した取り組みはさまざまな場で行われているものの，その実態は不

明瞭であるのが現状である。そこで，発表者が実際にピアサポートのための場を立ち上げ，実践を行ってい

くプロセスを記述し，場がどのように動き，発展していくかを明らかにする。さらに，ケアのあり方や専門

性そのものについても考察していく。

53.「書く」行為にみえる「場」の移行と多声性　
―他者、自己、ことばの関係―

 工藤育子（早稲田大学大学院日本語教育研究科博士後期課程）

　本発表は、第二言語として日本語を学ぶ日本語学校の学習者の作文の第 1 稿から第 2 稿へと書き直した動

機や目的の語りを、書き手の何らかの「行為」ととらえ、「ヴィゴツキーの三角形」( 山住 2008) による図

解化を経て、「書く」行為とは何かという課題を問うために書き手の思考過程に迫ったものである。

考察の結果、①他者や第１稿とのかかわりを契機として、他者と共有した場と自己の内面という場の往来が

あることがわかった。これは a.「精神間機能」⇔「精神内機能」( ヴィゴツキー 2001) の概念で表される。

　さらに、自己の内面を経て第 2 稿が生成されることから、b.「話しことば」⇔「内言」⇔「書きことば」( ヴィ

ゴツキー上掲同 ) の関係でも説明され得る。また、②自己の内面の場から第 2 稿を書くまで、つまり「内言」

には、書き手自身の内部での活発なやりとりの繰り返しがあったことが明らかになった。これはバフチンの

「多声」(1995) 概念で説明することができる。

54. 就労女性の妊娠に伴うアイデンティティ管理
 足立にれか（白百合女子大学大学院文学研究科）

　妊娠は身体や体調の変化を伴うとともに人生移行（山本・ワップナー , 1992）の時期でもあり，ときに

環境や人との関係や価値観の変更を迫られる契機となる。たとえば働く女性は妊娠することによって，仕事

や人との新たな心的関係の構築や再構築を行うとされる（Hilfinger Messias, & DeJoseph, 2007）。働きなが

ら妊娠期を過ごす女性たちはまた，効率性，継続性，安定性，予測可能性等に価値を置く組織・企業の中で

〈働き手〉アイデンティティを維持する必要に迫られる（Greenberg, Ladge, & Clair, 2009; Gross, & Pattison, 

2007）。本調査ではインタビューデータをもとに、〈働き手〉アイデンティティ管理に関わる外的資源として，

主に国や組織内部の制度、職種や就労形態、組織内での対人関係に焦点を当てた探索的な分析を行い報告す

る。

個人発表 ( ポスター )2 日目

76 77



55. 帰国した日本語学習者と創る日本語学習コミュニティー
     當銘美菜（早稲田大学日本語教育研究科大学院生）

　本発表は、日本留学を終え帰国した日本語学習者が実践する日本語学習コミュニティーの変容過程から、
教師と学習者がWeb 上のやりとりを介してどのように日本語学習コミュニティーを創造していたかを明ら

かにするものである。

　分析の結果、日本語学習コミュニティーは、教師を含むコミュニティー成員の実践をめぐるデザインの交

渉により、コミュニティーを構成する成員やコミュニティーの機能を変化させながら、日々動態的に構築さ

れていることが明らかになった。また、日本語学習者は、コミュニティー成員とのやりとりの中で、実践者

や教師、学習者と、自らの立場を変化させながら、コミュニティーに参与していることが明らかになった。

 

56. 和文化の教育場面における幼児の社会的行動の発達とその発生機序
 宮本知子・浅川潔司 ( 兵庫教育大学大学院・兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 )

　本研究の主たる目的は，公立幼稚園における年中・年長児計 11名による「こども茶道教室」での修道場

面を参与観察する中で得た印象的なエピソードを分析することで，園児たちが茶席を離れた日常の場面にお

いても「個性」化した思いやりを他者に向け，相補的で心地よい居場所と心理的紐帯を形成し得る可能性と

配慮・コミュニケーションとの着地点を探索することである。本研究で，茶道の修道場面に焦点化した理由は，

主客相互の好意の交感を醸成する茶席特有の空間的機能が，こどもたちの自己受容と他者受容の往還を支え，

さらには日常的場面での配慮・コミュニケーションに反映されるのではないかと考えるからである。わたし

たちは，自らの身体でもって，〈ここのいま〉を主体的に生きている。園での日々の営みの中で，配慮・コミュ

ニケーションを基盤とした自他関係の新たな地平が拓けてくる様態を，茶道空間という「場」と身体知とい

うフィルターを通して検討する。

57. リレー作文における児童の相互行為過程の検討
     小野田亮介（東京大学大学院教育学研究科）

　本研究では，複数人が数行ずつ文章を書き加えるリレー作文を使用し，リレー作文という課題を通してど
のように対話が生起するのか，及び，課題の導入によって学級内の人間関係にどのような影響がおよぼされ

るのかについて明らかにすることを目的とした。都内の公立小学校 3年生の 1学級（女児 13名，男児 14名）

において，2011 年 2月中旬より 3週間リレー作文を実施し，作文の内容，および教師の日記報告から，児

童間の相互行為を分析した。その結果，児童は他者と文脈を共有することで一貫性のある文章を作成してお

り，自分の前の書き手から影響を受けて作文を行っていることが示された。また，リレー作文課題を媒介して，

普段あまり話さない関係にある児童同士が会話するようになっていたことから，「他者へ向けて書く」経験

が児童の相互行為への志向性や，コミュニケーションの範囲にも正の影響を及ぼしている可能性が示唆され

た。
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55. 帰国した日本語学習者と創る日本語学習コミュニティー
     當銘美菜（早稲田大学日本語教育研究科大学院生）

　本発表は、日本留学を終え帰国した日本語学習者が実践する日本語学習コミュニティーの変容過程から、
教師と学習者がWeb 上のやりとりを介してどのように日本語学習コミュニティーを創造していたかを明ら

かにするものである。

　分析の結果、日本語学習コミュニティーは、教師を含むコミュニティー成員の実践をめぐるデザインの交

渉により、コミュニティーを構成する成員やコミュニティーの機能を変化させながら、日々動態的に構築さ

れていることが明らかになった。また、日本語学習者は、コミュニティー成員とのやりとりの中で、実践者

や教師、学習者と、自らの立場を変化させながら、コミュニティーに参与していることが明らかになった。
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 宮本知子・浅川潔司 ( 兵庫教育大学大学院・兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 )

　本研究の主たる目的は，公立幼稚園における年中・年長児計 11名による「こども茶道教室」での修道場

面を参与観察する中で得た印象的なエピソードを分析することで，園児たちが茶席を離れた日常の場面にお

いても「個性」化した思いやりを他者に向け，相補的で心地よい居場所と心理的紐帯を形成し得る可能性と

配慮・コミュニケーションとの着地点を探索することである。本研究で，茶道の修道場面に焦点化した理由は，

主客相互の好意の交感を醸成する茶席特有の空間的機能が，こどもたちの自己受容と他者受容の往還を支え，

さらには日常的場面での配慮・コミュニケーションに反映されるのではないかと考えるからである。わたし

たちは，自らの身体でもって，〈ここのいま〉を主体的に生きている。園での日々の営みの中で，配慮・コミュ

ニケーションを基盤とした自他関係の新たな地平が拓けてくる様態を，茶道空間という「場」と身体知とい

うフィルターを通して検討する。

57. リレー作文における児童の相互行為過程の検討
     小野田亮介（東京大学大学院教育学研究科）

　本研究では，複数人が数行ずつ文章を書き加えるリレー作文を使用し，リレー作文という課題を通してど
のように対話が生起するのか，及び，課題の導入によって学級内の人間関係にどのような影響がおよぼされ

るのかについて明らかにすることを目的とした。都内の公立小学校 3年生の 1学級（女児 13名，男児 14名）

において，2011 年 2月中旬より 3週間リレー作文を実施し，作文の内容，および教師の日記報告から，児

童間の相互行為を分析した。その結果，児童は他者と文脈を共有することで一貫性のある文章を作成してお

り，自分の前の書き手から影響を受けて作文を行っていることが示された。また，リレー作文課題を媒介して，

普段あまり話さない関係にある児童同士が会話するようになっていたことから，「他者へ向けて書く」経験

が児童の相互行為への志向性や，コミュニケーションの範囲にも正の影響を及ぼしている可能性が示唆され

た。

個人発表 ( ポスター )2 日目
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